
 女性活躍推進及び男性の家事育児促進事業 【鳥取県境港市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 １９１ 千円

交付金額 ９５ 千円

事業番号 １

鳥取県境港市は、2024年の水揚げ全国第３位の境漁港を有

する日本海有数の港町である。市内の企業も水産加工業が多
く、加工場の規模は従業員数50人規模の企業が大多数で、女
性のパートタイマー雇用も多い。

また、「家庭における役割分担」で家事を女性が担っている割
合が高く、男性の家事・育児・介護の参加が図られる施策の推
進が必要である。

家庭の中での「固定的性別役割分担意識」の解消につなげるため、
父親及び子ども向けの理解促進事業を展開。

①パパ向け育児サポート事業
②子ども向け男女共同参画推進事業
③女性活躍推進研修事業

①パパ向け育児サポート事業
 妊娠届出や両親学級時にパパ向けの育児サポートガイドブックを
配布し、説明。女性の体の変化や赤ちゃんのお世話の仕方など
分かりやすく説明し、育児参加への効果があった。

②子ども向け男女共同参画推進事業
 授業での活用や家庭の中での話し合いにも活用した。

③女性活躍推進研修事業
 「災害対応と男女共同参画」受講者アンケートの満足度88％

家庭の中での固定的性別役割分担意識については、5年前の調査から大

きな変化はなく、根強く残っている状況であり、その解消には、家庭を築く早
期の段階での施策及び子どもの頃からの理解促進のための施策が必要で
ある。
・事業別目標値
①パパ向け育児サポート事業 配布者数200名
②子ども向け男女共同参画推進事業 配布者数700名
③女性活躍推進研修事業 研修参加者数30名

鳥取県
境港市女性団体連絡協議会
境港市人権教育推進協議会
 市母子保健部局
 学校等

鳥取県のジェンダー・ギャップ指数は全国の中でも上位を占めてい
るが、本市においては、あらゆる分野で女性活躍が進んでいない状
況であり、県内では下位の状況となっている。「固定的性別役割分担
意識」について問題意識はあるものの、行動や実態が伴っていない
ことから、根強く残っている状況である。今後も、子どもの頃から、ま
た家庭の中から「固定的性別役割分担意識」の解消につながるよう
な事業を展開していきたい。



事業の概要

①パパ向け育児サポート事業
 パパ向けの育児サポートガイドブックを活用し、初めての育児へのアドバイス等を行っ

た。保健師との連携を図り、子育て施策とも連携した事業展開を行った。【配布者数220名】

②子ども向け男女共同参画推進事業
子ども向けの男女共同参画推進リーフレットを作成し、

子どもの頃からの性別役割分担意識の解消を図った。
【配布者数602名】

③女性活躍推進研修事業
鳥取県と連携し、女性活躍を

推進する研修会を2回開催した。
【参加者数49名】
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